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地理空間情報活用に関する活動分野）

環境共生に関する分野

• 空間情報のデータベース作成

• 空間情報を用いた業務改善・人材育成（国内、国外）

• 国際協力

• 気候変動や生態系サービスに関する研究

雑食です

• 興味のあること（意義のあること）は首を突っ込みます
（逆もしかり）



モチベーション
Power of visualization, Map

•情報の可視化（共有）の力を具体的に知りたい

•GISは本当に有効なのかを具体的に知りたい

•人（社会）の行動を変えることに本当につながるのか

•問題の発見などの気づき



4

ソロモン諸島の持続可能な森林管理
• 木材輸出の急増などにより森林の劣化・減少が進んでいる
• 森林研究省の伐採管理が不十分
• 90％の土地は私有地であり、公の管理が難しい

• 森林情報システムを作成して伐採管理の支援
• コミュニティ住民による土地利用計画の策定とモニタリングの支援



• 森林情報データの作成（地形、森林蓄積、林道等）
• 森林情報システムを作成
• 伐採候補地の現況確認と情報共有の研修

システムで、伐採予定エリア
の地形や推定伐採量を確認

伐採規定で制限される場所で伐採が行われないように確認し許認可

森林情報システムを作成して伐採管理を適正に

森林情報システム

調査システムの構築

蓄積傾斜

道路網規制を確認



森林情報システム
分断が起きないように、
関係部局の職員を集め、ワークショップを行い、
トップや課員がどのような情報を必要としているかを共有。



巨大な衛星画像で議論
タブレットで収集した

資源位置を確認

• 住民がタブレットとGPSを用いて資源位置を記録
• 巨大な衛星画像を使用し、正確な情報を基にした議論

土地利用計画図

持続可能な林業やアグロフォレストリー等の基本となる土地利用計画の策定

コミュニティによる土地利用計画の策定とモニタリング支援



• 土地利用計画と衛星画像、ドローン画像、現地調査結果を比較
• 土地利用計画に逸脱した利用がないかどうかを確認

土地利用計画どおり問題なし
（村人はモニタリングの必要性を理解、
森林研究省スタッフは指導方法を学んだ）

コミュニティによる土地利用計画の策定とモニタリング支援



森林の更新状況の確認村人を集めて土地利用変化の確認

衛星画像の確認 モニタリングトレーニング

コミュニティによる土地利用計画の策定とモニタリング支援



ゲレンデ行動学

目的

スキーに関する行動を
見える化し、

サステナブルで、
楽しいスキー場づくり
に貢献する

（ずっと滑りたい）

酪農学園大学 環境共生学類講師 吉村 暢彦





星野リゾートトマムでの事例

スキー場の中で、何をしているんだろうか？
お客さんは？、管理は？、その間にミスマッチはないのか？

写真提供：星野リゾートトマム

https://steep.jp/interview/60576/



スキーヤー・圧雪車のGPS情報（１秒毎の位置とスピード）



コースの利用頻度や
利用が集中する場所

スキー場全体のスキーヤーの行動

スピードが速い場所
遅い場所



個々のスキーヤーの楽しみ方の理解

スキーヤーA：気に入ったコースを見つけた後は繰り返している

スノーボーダーB：特定のコースに狙いを定めて滑走（パウダー狙い）



コースの特徴を整理して改善
コースマップ

コースレベル表示

コースレイアウト



魅力UPと圧雪作業の効率化の両立

スキーヤーが滑る場所を把握したうえで圧雪エリアを決定
→圧雪にかかる時間や燃料削減を狙った効率化



ゲレンデ行動×気候変動
緩和

スキー場へのアクセス時（自動車、飛行機等）に
排出されるCO2排出量の把握
→排出削減、カーボンオフセット等につなげる

適応

利用が多く地形的に溶けやすい場所の把握
→ハイシーズンから雪を残す

2023年3月28日→4月3日 Planet scope

人流イメージ



カーボンマッピング

慶應大学大学院SDM 山形 与志樹教授との共同研究



学生プロジェクトでの活用

小樽商科大学「一周まわって祝津プロジェクト」

観光客ID 移動距離（ｍ）

1 14316.4

2 11187.3

3 10412.7

4 9678.8

5 8907.0

6 6969.1

7 6566.8

8 6403.5

9 5251.8

10 5196.7

11 4914.3

12 4577.6

13 4560.0

14 4439.3

15 4402.6

16 2323.0

17 2161.1

18 1762.0

19 1540.5

20 1318.4

人数 おそらく20人
最大        14316m
最小          1318m
平均          5844m
標準偏差 3449m



学生プロジェクトでの活用

チャリDEマルシェ」

スーパーの徒歩商圏と高齢女性の分布 石狩の野菜はどこで売れそうか

稼働時間や目的地の分析、
その後、電動カートも導入して、グリーン電力で動かせるかの検討



ありがとうございました
• https://kushirodata-center.env.go.jp/ https://shiretokodata-center.env.go.jp/


